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論 文 内 容 の 要 旨
H aberer が肝動脈結染により肝動脈血流を完全に遮断すると, 動物は広汎な肝壊死を起 してほとんど
100% 死に蜜ることを明らかにしたが, 近年 M arkow itz, 中瀬等によって, 肝動脈結染後ペニシ 1) ンある






1) 門脈犬としては総肝動脈, 胃十二指腸動脈および右胃動脈の三大動脈を二重結熟, 切断 しさらに胆
嚢を摘出した後ペニシリンを投与して生存し得た術後2 週間以内の外観上健康な犬を使用 した｡
2) 出血性ショック作成法としては W iggers-W erle 民法と Lam son 民法の2 方法を試み, それぞれ
の方法において不可逆ショック発生率, 出血量, - マ トクリット値の変乱 肝細胞の組織学的変化を見
た｡
3) 門脈転奈による門脈血流遮断に際して, 門脈圧および股動脈圧の変動, 死亡時問等を比較検討 し
た｡
実験成績-;
1) 出血性ショックを起すために要 した出血量は W iggersIW erle 民法で門脈犬が体重の5.3% , 正常
犬が 4･8 % であり, Lam son 民法で門脈犬が 4･9 % , 正常犬が 4･5 % で, 両者とも門脈犬と正常犬との問
に特に差違を認めなかった｡
2) 不可嘩ショック発生率は W iggers-W erle 民法では有意の差は認められないが, L am son 民法で
は30% 自然遍血期で返血 した場合, 正常犬は従来の報告のごとく3例が全例不可逆ショックを起 して死亡
したが, 門脈犬は5例中2例が不可逆ショックを起 したのみで, 他の 3例は48時間以上生存 し得た｡
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が, 門脈犬の4例中3例は portal hypertension であった｡
以上の成績より, 出血性ショックに対する∴抵抗性について門塀犬は正常犬は正常犬に比べて遜色なしと
言える｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨､
肝動脈給費により肝臓に流入する動脈血流を遮断し, 門脈血のみで致死的肝壊死をおこすことなく長期
生存せる犬 (これにはペニy l) ンあるいはアトロピンの投与が必要), すなわち門脈犬の肝病態生理を追
究するために, 門脈犬と正常犬とに, 肝無酸素症と密接な関係をもつ出血性ショックおよび門脈結衆を行
ない, つぎのような成績を得た｡ すなわち, 1) 出血性ジョブクをおこすために要した出血量, 2) 不可
逆ショック発生率, 3) 出血性ショック時の- マトク1) ット値の変動, 4) 出血性ショックの各時期にお
ける肝の裡織学的所見, 5) 生存時間, 等において両群動物の問に有意の差は認められなかっち V. す～なわ
ち出血性ショックに対する抵抗性において門脈犬は正常犬に比べて遜色なでL といえるO
このように本研究は学術的に有益であり医学博士の学位論文として価値あるものと認定するO
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